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裁判員を理解するための実験心理学的研究

―― どのような研究内容か？

一定の重大な刑事事件の裁判に、一般国民から選ばれた裁
判員が、裁判官とともに関与し、被告人の有罪・無罪、およ
び有罪の場合の量刑について判断をする裁判員制度が、2009
年に施行されました。この記事を執筆した2019年の５月には、
裁判員制度施行から、丁度10年が経過しました。私が研究生
活を始めたのは、この裁判員制度の施行が目前に迫り、この
新しい制度をどのようにして運用していくかについて、法曹
関係者の議論が活発になされていた時期と重なります。その
ような時期にあって、私は、裁判員がどのように考えて法的
判断を行うのか、裁判員は裁判に関与したことからどのよう
な経験を持ち帰るのかについて、研究を続けてきました。

もっとも、実際に裁判員を経験した人に体系的に接触しイ
ンタビューをすることは難しく、評議室の中で何が起こって
いるかを直接観察することもできません。そこで、実験心理
学の手法を応用した模擬裁判研究という手法を採用して研究
を進めてきました。心理学では、人々の心理を理解するため
に、一定の要因だけを操作することで設けられた複数の条件
に、無作為に実験参加者を割り当て、実験参加者の反応が条
件によってどのように異なるかを調べることがあります。模
擬裁判研究は、このような実験研究の方法を裁判場面にも応
用したものであり、市民の司法参加制度である陪審制が以前
より存在する国々では模擬陪審研究として相当の研究蓄積が
ある手法です。私が最初に行った実験研究は、犯罪被害者が
刑事裁判に関与した場合に、裁判員はどのように量刑判断を
行うかという点についての検証でした。ここで実験の詳細を
説明することはできませんが、単純化していえば、架空の刑
事裁判の映像を作り、そのなかで被害者が刑事裁判に関与し
ているヴァージョンと、そのような関与のないヴァージョン
を用意します。それぞれのヴァージョンに実験参加者を無作
為に割り当て、割り当てられたヴァージョンの映像を見ても
らったうえで、質問紙調査により量刑判断等に関する意見等
を尋ねていきます。そして、ヴァージョン間で回答傾向にど

のような違いがあるかを調べ、人々が被害者の関与にどのよ
うに反応しているかを推測することになります。

―― 何の役に立つ研究なのか？

このような模擬裁判研究は、上述した被害者関与に対する
人々の反応を調べる以外にも、目的に応じて実験計画を整え
れば、いろいろな課題を検討するために使うことができます。
その後、私は、裁判の進め方が違うと、どのように人々の判
断傾向が変わるのか、あるいは変わらないのかといった問題
を調べたりしましたし、この領域に関わる研究者は、それぞ
れの目的に応じて裁判員を理解するための実験研究を行って
きました。

このような研究は、裁判員がどのように法的判断を行うの
か、裁判手続きにおいてどのような印象を抱くのかについて、
実証データに基づく知見を提供することに、その意義が認め
られます。裁判員制度をどのように運用すべきか、現在の制
度設計に何か問題がないかを考えるためには、実際に裁判員
がどのように提示された情報を処理し、受け止めているのか
といったことについての理解が重要となります。しかし、印
象論だけで、裁判員はきっとこのように考えているだろうと
いう想像をもとに議論していても、いつまでも共通の議論の
基盤が形成できません。裁判員を理解するための実験心理学
研究は、あくまで架空の刑事裁判場面での模擬判断に依拠す
るものですが、データに即した裁判員の心理に関する知見を
提供することで、制度の評価、改善のための基盤となる情報
を提供しようとしているのです。

―― 今後の計画は？

模擬裁判研究で扱うべき課題は、まだまだ多くあります。
一回の実験で調べられることには限りがあるので、いろいろ
な実験の組み方を試してみる必要があります。特に大きな課
題は、陪審制の国とは異なり、日本の裁判員制度では、一般
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国民から選ばれた裁判員だけでなく、裁判官も一緒になって
判断を行っているということです。裁判官も加わった話し合
いのなかで、個々人の意見等がどのように変容するのかと
いった点も含めて研究をしていく必要があります。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶http://www.le.chiba-u.jp/member/saeki.html
▶http://jslp.jp/law-human/index.html
▶http://www.utp.or.jp/book/b307179.html
▶https://www.iwanami.co.jp/book/b309275.html
▶https://www.shinzansha.co.jp/book/b286976.html
▶�https://www.springer.com/jp/book/9783319693583
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